
　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
通
貨
テ
ン
ゲ

（ten
ge

）
は
今
年
で
誕
生
二
〇
周
年

を
迎
え
る
。
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
ハ

イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
で
、
テ
ン
ゲ
の
交
換

レ
ー
ト
は
導
入
後
す
ぐ
に
急
落
を
始

め
、
通
貨
と
し
て
の
地
位
は
不
安
定
で

あ
っ
た
。
広
告
の
商
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン

の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
し
ば
し
ば
テ
ン
ゲ
で

は
な
く
「
基
準
単
位
」（
米
ド
ル
）
で

表
示
さ
れ
て
い
た
。
小
金
が
た
ま
る

と
、
庶
民
は
テ
ン
ゲ
を
ド
ル
に
交
換
し

て
タ
ン
ス
預
金
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
現
在
で
は
、
好
調
な
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
経
済
を
背
景
に
テ
ン
ゲ
は
お
お
む

ね
安
定
し
て
お
り
、
国
民
の
あ
い
だ
で

の
信
頼
度
も
高
い
。

　

本
稿
で
は
、
独
自
通
貨
導
入
か
ら
現

在
ま
で
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
ど
の
よ
う

な
コ
イ
ン
が
使
わ
れ
て
き
た
の
か
を
、

筆
者
の
手
元
に
残
る
新
旧
の
硬
貨
の
写

真
と
と
も
に
、
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み

た
い
。

●
独
自
通
貨
の
導
入

　

一
九
九
一
年
一
二
月
に
独
立
し
た
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
そ
の
後
も
ロ
シ
ア
を

中
心
と
す
る
ル
ー
ブ
ル
通
貨
圏
に
と
ど

ま
り
、
ソ
連
時
代
の
ル
ー
ブ
ル
を
使
っ

て
い
た
。
独
自
通
貨
テ
ン
ゲ
が
導
入
さ

れ
た
の
は
一
九
九
三
年
一
一
月
一
五
日

の
こ
と
だ
。
こ
れ
に
先
立
つ
一
九
九
三

年
七
月
、
ロ
シ
ア
が
新
紙
幣
を
導
入
し

旧
ル
ー
ブ
ル
札
を
使
用
停
止
と
し
た
た

め
、
使
え
な
く
な
っ
た
旧
ル
ー
ブ
ル
札

が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
大
量
に
持
ち
込
ま

れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

一
九
九
二
年
の
価
格
自
由
化
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
た
イ
ン
フ
レ
を
さ
ら
に

悪
化
さ
せ
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
そ
れ

以
前
か
ら
ル
ー
ブ
ル
圏
離
脱
の
準
備
を

し
て
い
た
が
、
こ
の
ロ
シ
ア
の
独
断
的

措
置
が
決
定
的
と
な
り
独
自
通
貨
導
入

に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
導
入
時
の

交
換
レ
ー
ト
は
一
米
ド
ル
＝
四
・
六
八

テ
ン
ゲ
だ
っ
た
が
、
激
し
い
イ
ン
フ
レ

に
よ
り
テ
ン
ゲ
は
ま
た
た
く
間
に
急
落

し
た
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
独
立
後
初
の
紙
幣
は

イ
ギ
リ
ス
で
印
刷
さ
れ
た
が
、
コ
イ
ン

の
鋳
造
は
国
内
で
行
わ
れ
た
。
北
部
の

ウ
ス
チ
・
カ
メ
ノ
ゴ
ル
ス
ク
市
に
あ
る

ウ
ル
バ
冶
金
工
場
内
に
設
立
さ
れ
た
造

幣
所
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
造
幣
局
の
前

身
）
で
、
テ
ン
ゲ
硬
貨
と
、
補
助
単
位

で
あ
る
テ
ィ
イ
ン
（tiyn

、
一
〇
〇

テ
ィ
イ
ン
＝
一
テ
ン
ゲ
）
硬
貨
が
鋳
造

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

テ
ン
ゲ
硬
貨
（
額
面
は
一
、
三
、

五
、
一
〇
、
二
〇
テ
ン
ゲ
。
写
真
①
と

②
は
三
、
二
〇
テ
ン
ゲ
硬
貨
）
の
素
材

は
洋
白
（
銅
、
亜
鉛
、
ニ
ッ
ケ
ル
の
合

金
）
で
、
一
、
三
、
五
テ
ン
ゲ
硬
貨
の

表
面
は
、
一
六
角
形
の
装
飾
の
な
か
に

額
面
と
鋳
造
年
が
彫
っ
て
あ
り
、
さ
ら

に
「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
立
銀
行
」
の
略

称
「
Ｑ
Ｕ
Ｂ
」
が
ご
く
小
さ
な
文
字
で

記
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
図
柄
（
順
に
羊
、
狼
、
ヒ
ョ
ウ
の

神
話
上
の
姿
）
を
「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共

和
国
」
の
文
字
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。

　

一
〇
テ
ン
ゲ
硬
貨
と
二
〇
テ
ン
ゲ
硬

貨
は
、
一
、
三
、
五
テ
ン
ゲ
硬
貨
に
比

べ
一
回
り
も
二
回
り
も
サ
イ
ズ
が
大
き

い
。
一
〇
テ
ン
ゲ
硬
貨
は
五
〇
〇
円
玉

く
ら
い
の
大
き
さ
だ
が
、
二
〇
テ
ン
ゲ

は
直
径
三
一
ミ
リ
も
あ
っ
て
ず
っ
し
り

と
重
い
。
い
ず
れ
も
表
面
に
国
章
と
額

面
、
国
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
の

デ
ザ
イ
ン
は
、
鋳
造
年
と
、
一
〇
テ
ン

ゲ
は
神
話
上
の
鳥
、
二
〇
テ
ン
ゲ
は
ア

ル
・
フ
ァ
ラ
ビ
ー
（
九
世
紀
末
〜
一
〇

世
紀
初
頭
の
中
東
で
活
躍
し
た
哲
学

者
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
南
部
の
生
ま
れ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
同
国
史
上
の
偉
人
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
）
が
彫
刻

さ
れ
て
い
る
。
記
念
コ
イ
ン
を
除
け

ば
、
人
物
が
描
か
れ
た
コ
イ
ン
は
一
九

九
三
年
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
二
〇
テ
ン

ゲ
硬
貨
だ
け
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
独
自
通
貨
導
入
時
に
印
刷

さ
れ
た
紙
幣
に
は
、
額
面
が
一
、
三
、

五
、
一
〇
、
二
〇
テ
ン
ゲ
の
も
の
も

あ
っ
た
た
め
、
同
じ
額
面
の
紙
幣
と
コ

イ
ン
が
同
時
に
流
通
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。

　

テ
ィ
イ
ン
硬
貨
（
額
面
は
二
、
五
、

一
〇
、
二
〇
、
五
〇
テ
ィ
イ
ン
、
写
真

③
は
五
、
五
〇
テ
ィ
イ
ン
硬
貨
）
は
黄

特 集

途上国とコイン

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
コ
イ
ン

―
独
自
通
貨
導
入
か
ら
現
在
ま
で
―
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銅
製
で
、
い
ず
れ
も
表
面
に
八
角
形
の

模
様
が
施
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
額
面
と

Ｑ
Ｕ
Ｂ
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
周

り
は
カ
ザ
フ
民
族
の
伝
統
的
装
飾
模
様

が
配
置
さ
れ
、
下
に
鋳
造
年
、
裏
面
に

は
国
章
と
国
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
物
価
の
急
上
昇
と
と
も
に
、
ま
も

な
く
テ
ィ
イ
ン
硬
貨
は
ほ
と
ん
ど
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
。

　

な
お
導
入
直
後
は
必
要
な
数
の
コ
イ

ン
の
鋳
造
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の

か
、
あ
る
い
は
予
算
不
足
が
理
由
だ
っ

た
の
か
、
硬
貨
を
模
し
た
デ
ザ
イ
ン
の

テ
ィ
イ
ン
紙
幣
も
印
刷
さ
れ
た
。
パ
ス

テ
ル
調
の
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
で
、
小
さ

い
だ
け
で
な
く
横
幅
が
短
い
ず
ん
ぐ
り

し
た
形
な
の
で
、
ま
る
で
お
も
ち
ゃ
の

紙
幣
の
よ
う
に
み
え
る
。

●
現
在
流
通
し
て
い
る
コ
イ
ン

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
の

は
、
一
、
二
、
五
、
一
〇
、

二
〇
、
五
〇
、
一
〇
〇
テ
ン

ゲ
硬
貨
で
、
一
九
九
七
年
の

デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
（
一
〇
〇

テ
ン
ゲ
硬
貨
は
二
〇
〇
二

年
、
二
テ
ン
ゲ
硬
貨
は
二
〇

〇
五
年
に
鋳
造
開
始
）（
写

真
④
と
⑤
は
二
〇
、
一
〇
〇

テ
ン
ゲ
硬
貨
）。
材
質
は
い

ず
れ
も
銅
、
亜
鉛
、
ニ
ッ
ケ

ル
の
合
金
だ
が
、
一
〜
一
〇

テ
ン
ゲ
硬
貨
が
白
黄
色
、
二

〇
、
五
〇
テ
ン
ゲ
硬
貨
が
白

色
で
、
一
〇
〇
テ
ン
ゲ
硬
貨

に
は
両
方
の
色
が
使
わ
れ
て

い
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
そ
れ
ま
で
の

も
の
に
比
べ
る
と
シ
ン
プ
ル

だ
。
一
〇
〇
テ
ン
ゲ
硬
貨
の

表
面
は
、
額
面
の
周
囲
に
三

つ
の
伝
統
的
模
様
が
施
さ
れ
、
上
部
に

小
さ
な
八
角
形
の
装
飾
、
左
下
に
Ｑ
Ｕ

Ｂ
の
文
字
が
み
え
る
。
他
の
硬
貨
も
基

本
的
に
同
じ
デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
一
〇
、

二
〇
、
五
〇
テ
ン
ゲ
硬
貨
で
は
模
様
が

下
に
一
つ
、
一
、
二
、
五
テ
ン
ゲ
硬
貨

で
は
八
角
形
の
装
飾
は
な
く
模
様
が
左

右
に
二
つ
配
置
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
は

す
べ
て
国
章
、
国
名
と
鋳
造
年
で
統
一

さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
四
月
現
在
の
交
換
レ
ー

ト
で
は
、
一
〇
〇
テ
ン
ゲ
は
約
六
六
円

（
一
米
ド
ル
＝
一
五
〇
テ
ン
ゲ
）
で
、

コ
イ
ン
を
使
う
機
会
は
そ
れ
な
り
に
多

い
。
と
く
に
バ
ス
や
路
面
電
車
な
ど
、

公
共
交
通
機
関
で
の
支
払
い
に
は
硬
貨

は
必
須
だ
。
運
転
手
や
車
掌
に
料
金
を

手
渡
す
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
お
つ
り

が
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
マ
ナ
ー
で
あ

る
。
な
お
一
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
店

で
買
い
物
を
す
る
と
、
細
か
い
つ
り
銭

代
わ
り
に
ガ
ム
や
飴
、
マ
ッ
チ
な
ど
を

よ
く
渡
さ
れ
た
が
、
最
近
で
は
、
と
く

に
大
手
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
は
少
額
硬
貨

を
十
分
用
意
し
て
お
り
、
つ
り
銭
の

「
現
物
払
い
」
を
み
か
け
る
こ
と
は
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

余
談
だ
が
二
〇
〇
六
年
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
中
央
銀
行
が
テ
ン
ゲ
の
通
貨
記
号

を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
案
が
寄

せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
か
ら
厳
選
さ
れ
た

デ
ザ
イ
ン
は
翌
二
〇
〇
七
年
四
月
、
正

式
に
採
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
日
本
の

郵
便
マ
ー
ク
に
そ
っ
く
り
な
の
だ
（
図

1
）。
公
募
結
果
が
発
表
さ
れ
、
提
案

者
が
懸
賞
金
を
受
け
取
っ
た
あ
と
に
そ

の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
た
め
、
物
議
を

か
も
し
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
影
響

し
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

こ
の
テ
ン
ゲ
記
号
は
あ
ま
り
認
知
さ
れ

て
い
な
い
。
実
は
、
現
地
に
暮
ら
し
た

こ
と
が
あ
る
筆
者
も
拙
稿
の
準
備
中
に

初
め
て
知
っ
た
の
だ
が
、
自
分
で
撮
影

し
た
両
替
所
の
為
替
レ
ー
ト
の
写
真
を

み
る
と
、
確
か
に
「
〒
」
が
使
わ
れ
て

い
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
旅
行
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
ほ
し
い
。

（
お
か　

な
つ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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